
播磨ふれあいの家だより播磨ふれあいの家だより

▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１　朝来市多々良木1244-1

あんぜん・あんしん
　　　 暮らしのメモ帳

　
ト
イ
レ
の
水
漏
れ
が
止
ま
ら
な

く
な
り
、
折
込
広
告
で
み
つ
け
た

マ
グ
ネ
ッ
ト
広
告
の
業
者
に
、
修

理
を
依
頼
し
た
。
来
訪
し
た
業
者

が
作
業
を
し
て
、
ト
イ
レ
の
水
漏

れ
は
止
ま
っ
た
が
、
修
理
費
用
と

し
て
高
額
な
金
額
が
請
求
さ
れ
た
。

あ
ま
り
に
高
額
な
の
で
、
納
得
で

き
な
い
。

●
業
者
に
来
訪
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
出
張
費
用
が
必
要
か
、
お
お

よ
そ
の
見
積
も
り
は
幾
ら
か
な
ど

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う

●
作
業
前
に
は
、
水
漏
れ
の
原
因

や
作
業
内
容
、
料
金
の
十
分
な
説

明
を
求
め
ま
し
ょ
う

●
作
業
内
容
や
料
金
な
ど
の
説
明

に
納
得
で
き
な
い
場
合
や
、
業
者

か
ら
修
理
で
き
な
い
の
で
設
備
の

交
換
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
た
場
合

は
、
直
ぐ
に
は
契
約
せ
ず
に
、
ま

ず
は
応
急
処
置
だ
け
を
依
頼
し
ま

し
ょ
う

●
そ
の
上
で
、
他
の
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
り
寄
せ
る
な

ど
し
て
比
較
検
討
を
し
て
、
あ
わ

せ
て
本
当
に
交
換
が
必
要
か
ど
う

か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う

●
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す

●
少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ

た
ら
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
（
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
188
）
や
警
察
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
は…

お
電
話
ご
来
所
ど
ち

ら
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
来
所
の
場
合
は
、
住
民
グ
ル
ー

プ
⑥
番
窓
口
に
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。

▼
相
談
日
時
　
祝
日
を
除
く
毎
週

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

※

毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
は
専
門

の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
電
話
相
談
・
面
談
・
相
談
予
約

播
磨
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
１
９
９
９

水
回
り
の
修
理
で

思
わ
ぬ
高
額
請
求
に
注
意
を
！

色版■■■　本文フォーマット　UD新丸ゴ　10pt　行間　15.55pt 

　竹田城跡の麓、城下町竹田の大祭には大小沢山
の屋台「やっさ」の練り合わせが祭りを盛り上げ
ます。この歴史ある勇壮な行事を観覧していただ
こうと考え、1 日限りですが日帰りバスを出し、見
学して頂く企画を作りました。皆さん、ぜひご参
加ください。
▶出発日　10 月 9 日（日）
▶費用　3,500 円（昼食代含む）
※最低催行人員10人。
▶行程
　10：00 土山駅南口
　10：10 播磨町役場～各コミセン
　11：00 市川ＰＡ　トイレ休憩（10分）
　11：45 ふれあいの家　到着（受付、昼食）
　12：30 ふれあいの家　出発
　12：45 竹田城下町観光駐車場着自由行動
 （まちなか練り合わせなど見学）

※お土産などはこの自由行動の時間で
済ませてください。

　14：45 観光駐車場から竹田小学校へ向けバス
にて移動

　15：00 ～～集合した「やっさ」を見学～～
　16：00 竹田を出発
　17：30 播磨町到着

　ノルウェイの森メイ
ンロケ地となった砥峰
高原を散策するツアー
です。この砥峰高原は、
映画やテレビドラマ、 
そして写真集やミュージックビデオの撮影などで
よく利用されており、特に秋のすすきの季節は、
黄金色に輝く台地が見事な風景を映し出してくれ
ます。
▶出発日　10月14日（金）、20日（木）
▶費用　3,500 円（昼食代含む）
※最低催行人員10人。
▶行程
　10：00 土山駅
　10：10 播磨町役場～各コミセン
　11：00 市川ＰＡ（トイレ休憩）
　11：45 播磨ふれあいの家到着（受付、昼食）
　12：30 播磨ふれあいの家出発
　13：30 すすきの砥峰高原（散策、自由行動）
　14：30 砥峰高原出発
　15：00 ホテルモンテローザ到着（コーヒー、

紅茶、ジュース類の無料サービス）
　16:00 ホテルモンテローザ出発
　17:00 播磨町到着（各コミセン→播磨町役場

→土山駅）

竹田秋祭りの「やっさ」見学 すすきの砥峰高原
見学会
すすきの砥峰高原
見学会

ふもとまちの発展と文化財にまつわる秘話などを歴史ニュースとして紹介します。
▶問合せ　播磨町郷土資料館　学芸員　渡辺昇　☎079（435）5000

　2003年12月に土山駅が橋上駅となっ
て今年で13年になります。言うまでもな
く土山駅は播磨町の北玄関で、BiVi土山
もオープンしさらに賑わいを増すことと
思われます。（ちなみに駅周辺の標高
22.6ｍは播磨町で最も高いところで、南
から見ると高くなっていたので土山と呼
ばれるようになったとの説もあります）
橋上駅になる前は北側だけに出入口のあ
る平屋の駅でした。やや寂れた印象を受
ける駅舎でしたが、実は土山駅はターミ
ナル駅になる可能性があった駅でした。
　それは明治35（1902）年のことです。 
明治維新によって欧米文化が一気に日本に入ってきました。鉄道敷設もその１つで、明治５

（1872）年9月に新橋－横浜間開通をはじめとして主要都市間を結ぶ路線が計画施工されていき
ました。明治19年に神戸、明治21年には姫路、明治24年に岡山、明治34年に下関までが開通
しました。土山駅は明治21年12月23日の神戸－姫路間開通の際に15駅の1つとして開業し、貨
物・旅客両方の取り扱いを行う大きめの駅でした。
　列島縦断に引き続き列島を横断する路線の検討が行われていました。関西では軍事的拠点であ
る舞鶴と結ぶ計画が主流でした。現在の東海道本線・山陽本線が開通し、次に日本海側と結ぶ路
線計画が各地で練られるようになりました。その１つが土鶴線と呼ばれる路線計画です。土山駅
と舞鶴駅を結ぶ路線で、もし実現していたら土山駅は播磨の十字路となった可能性がありまし
た。そうなっていたら、郷土資料館の前を走っていた路線（であいのみち）も別府鉄道としては
存在しなかったでしょう。播州鉄道など兵庫県の路線はその時計画されたものが多く、加古川
線・播但線などになって南北交通を担っていました。

土山駅は播磨の十字路となれた？

▲土山駅に停車中の別府鉄道車両▲

▲現在の土山駅
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